
寝屋川流域協議会
大規模水害タイムライン策定部会

平成３０年７月３１日（火）

図上訓練



1

図上訓練の進め方



訓練の目的と目標

・タイムラインの行動項目、実施タイミング
の確認

・タイムラインの運用イメージの認識共有

・タイムラインの運用を通じた自治体・関係
機関の対応状況の共有
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実対応で活用可能なタイムラインの策定を
目指します。



班の構成

・班は、各機関の役割に応じて構成されています。

・各班には、進行のお手伝い・情報の集約を行うテーブル
コントローラーがつきます。
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テーブル
コントローラー

進行



訓練の概要

・訓練シナリオに基づき、台風最接近３日前（ＳＴ０－１）
からＨＷＬ到達※（ＳＴ５）まで、ステージごと区切って
進行します。

※破堤する危険性が高くなる水位

・訓練シナリオは、タイムライン検討に用いた東海豪雨とし
ます。
（台風説明会や注意報発表などの時刻もそのまま使用）

・訓練は、大阪管区気象台・大阪府（コントローラー）から
の「状況付与」と、各機関（プレイヤー）のタイムライン
による「行動確認」の２段階のサイクルで進めます。
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訓練シナリオについて



台風の経路
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訓練シナリオ

○月1日にマーシャル諸島付近で発生

8日18時

11日20時



雨量と風速及び浸水状況の変化
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訓練シナリオ

※浸水状況図は、河川水位が
上昇しても、堤防が決壊するこ
となく、越水した条件のもの

時刻

日付

時刻

最　大
風　速

風　向

12 12 12 1212 12 12 12 12 1220 15 15 15 12 1220 20 20 20 20 2015 15 15 15 20 2012 12 12 12 15 1512 12 12 12 12 128 8 8 8 12 128 8

時　間
雨　量 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 00 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 1 2 2 02 0 0 0 0 037 21 35 27 7 593 48 73 25 18 444 7 8 10 16 2123 2 3 2 0 30 0 5 11 4 8

2317 18 19 20 21 2211 12 13 14 15 165 6 7 8 9 1023 0 1 2 3 417 18 19 20 21 2211 12 13 14 15 165 6 7 8 9 100 1 2 3 4

18 19 20 21 22 2312 13 14 15 16 176 7 8 9 10 110 1 2 3 4 518 19 20 21 22 2312 13 14 15 16 176 7 8 9 10 110 1 2 3 4 518 19 20 21 22 2312 13 14 15 16 176 7 8 9 10 110 1 2 3 4 5

18 19 20 21 22 2312 13 14 15 16 176 7 8 9 10 11
10日 11日 12日

0 1 2 3 4 5

○月11日 19：00

○月12日 4：00

○月12日 8：00

○月11日 18：00

○月11日 21：00

イメージ図

時間雨量93mm
最大24時間雨量535mm



ステージ切替のタイミングと情報・事象
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日付 時刻 事象・情報 ステージ 0hまでの時間 所要時間

日常 - ST0-0 - -

8日 18:00 最接近３日前 ST0-1 74h 20h

9日 14:00 台風説明会 ST1-1 54h 26h

10日 16:00 強風注意報 ST1-2 28h 12h

11日

4:00 大雨・洪水注意報 ST1-3 16h 9.5h

13:30 大雨洪水暴風警報 ST2 6.5h 4.5h

18:00 氾濫注意水位到達 ST3-1 2.0h 0.5h

18:30 避難判断水位到達 ST3-2 1.5h 0.5h

19:00 氾濫危険水位到達 ST4 1.0h 0.5h

19:30 ポンプ運転調整開始 ST5 0.5h 0.5h

20:00 ＨＷＬ到達 ST6 0h 0h

訓練シナリオ
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訓練の流れについて



１ 情報収集

２ 判断

３ 実行

４ 周知

各ステージで行う作業

ステージの開始・切り替え
時に、気象・水位等の情報
を発表周知

行動確認

・台風進路情報
・気象情報
・注意報・警報
・河川水位情報等

状況付与

発表・周知された
情報を確認

ステージで実施
する行動を判断

防災行動を実施
（チェック・発表）

避難情報や対応
状況を他機関に
周知

大阪管区気象台・大阪府
（コントローラー）

参加機関（プレイヤー）

St0-1 St1-1

状況付与

行動確認

St1-2

状況付与

行動確認

St1-3

状況付与

行動確認

St2

状況付与

行動確認

St3-1

状況付与

行動確認

St3-2

状況付与

行動確認

St4

状況付与

行動確認

St5

状況付与

行動確認

St6

状況付与

行動確認



①大阪管区気象台、大阪府から台風説明会資料・気象・水位情
報等の発表・周知します。

②ホットライン（府→流域市）は、①の後、事務所から状況付
与としてマイクにてアナウンスします。

状況付与（ステージの開始）
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流域市

鉄道

ﾗｲﾌﾗｲﾝ

流域市流域市

国
・
府
等

報
道

コントローラ

参加機関

気象台
大阪府

ﾃｰﾌﾞﾙ
ｺﾝﾄﾛｰﾗｰ

スクリーン

マイクによる
アナウンス

・・・

各ステージで行う作業



①各機関で、発表・周知された情報・配布資料で台風最接近
の時期、降雨・風速などの諸情報とともに、ステージの移
行を確認します。

②複数の部署が参加している場合、参加機関内で情報を共有
し、確認します。

1 情報収集

行動確認１
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発表・周知された情報を確認

各ステージで行う作業



①自機関がそのステージで行う行動を総括図で確認します。

②実施する時期に幅がある行動（総括図で⇔のついた行動）を、
そのステージで行うか判断します。

行動確認２

13

ステージで実施する行動を判断

111
台風情報

112
気象情報

113
防災対応の
支援

121
河川水位

122
ポンプ運転
状況

211
防災体制の
構築

212
判断・意思
決定

213
避難情報の
提供

220
避難支
援

221
避難所の運
営

231
要配慮
者の支援

232
小中学校

241
水防活動の
実施

242
（市）洪水対
策
施設操作

243
（市）パト
ロール道路
の管理

タイムラインステージ

230
要配慮
者支援

240
現場対
応

100
トリ
ガー
情報
提供

120
大阪府
水防本
部（土木
事務所
等）

日付
時刻

時間雨量

水位

最大風速

風　向

浸水状況

日付 平常時 1～6日 7日
時刻 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 0 23 21 22 23 11 12

ステージ０－０ ステージ０－１

17 189 101 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1 2 36 18 19 20

130
大阪府
災害対
策本部

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

タイムライン
立ち上げ/移行のトリガー

4 52 3

123
水防活動の
支援

131
防災対応の
支援

110
気象台

ステージ１－３
ステージ
２

ステージ６
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18 19 20 21 22 23

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 170 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 0 1 2 3 4 5 6 714 15 16 17 18 19 20 21 22 23 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 815 16 17 18 19 20 21 22 23 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

0 1

2 3 4

7 8

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

20 21 22 15 16 20 21 22 23 0 7 823 07 8 9 10 11 12 13 14 18 19 20 22 23 0 1 211 12 1321 9 10 11 12

11日 12日
0 1

15 16 170

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1022 133 4 5 6 721

ステージ１－１ ステージ１－２

12 13 0 1 23 2 3 4 519

寝屋川流域大規模水害タイムライン（流域全体版）総括図（Ｓｔ０～１）

13 14

平常時 1～6日 7日 8日 9日 10日

8日 9日 10日 11日 12日
17 18 19 20 21 22 231 2 3 4 5 618 10 11 1215 18 19 20 8 9

　

14 15 16 17 616 17

台風発生情報 1.台風3日進路予報 2.台風説明会開催の準備 3.台風説明会の開催

1.強風注意報の発表 2.大雨・洪水注意報の発表 3.大雨・洪水・暴風警報の発表

1.避難情報周知の準備
・情報伝達手段（防災無線、一斉メール等）の周知

・防災無線の維持管理

2.隣接市町との事前連携
・隣接市町との事前連携、調整

1.防災啓発の実施危機管理】

・ハザードマップの周知

・防災訓練の実施

2.水害対応の事前準備
・計画の作成、見直し

・資機材の準備、点検

各項目の実施時期を判断、順次実施する。

1.治水施設の保守点検
・ポンプ、樋門等治水施設の保守点検

・スクリーン等の点検・清掃

・燃料の確保
3.施設操作の実施
・樋門の開閉（準備を含む）

1.日常点検
・車両及び燃料の点検

・資機材の確認

3.パトロールの実施
・実施の判断

・市内のパトロール

・アンダーパスなど浸水常襲箇所の確認

・結果の報告、とりまとめ

開始時期も含めて判断する。概ねSt2移行前には実施する。

4.要注意箇所に対する注意喚起
・実施の判断

・住民への注意喚起の実施

開始時期も含めて判断する。

概ねSt2移行前には実施する。

1.避難施設の確保
・避難施設の確保

・避難施設の維持管理

2.避難所情報の周知
・避難所に関する情報の周知

1.防災啓発の実施

1.防災啓発の実施

2.水害対応の事前準備

※台風説明会へ出席

4.水防体制の確認

台風情報の更新に伴い、随時実施。

以降継続して情報収集を実施

2.台風説明会開催の周知

3.配備体制の検討 4.配備体制の再検討

7.水防体制の確立

3.関係機関への連絡体制の確認

○月1日

台風発生

○月9日14時

台風説明会

○月10日15時

強風注意報発表

○月11日03時

大雨洪水注意報発表

○月11日13時30分

大雨洪水暴風警報発表

○月8日19時

最接近3日前

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

4.5

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

水位 氾濫注意水位

避難判断水位 氾濫危険水位

以降、概ね１～２日程度浸水継続

※台風説明会へ出席

この間で確認。大雨洪水注意報発令時は最終確認

1.要配慮者避難支援の準備
・要配慮者施設への連絡体制の確認

・要配慮者輸送手段の確保 ・事業者への事前連絡

・要配慮者リストの該当区長に連絡

※台風情報収集

3.水防体制の構築
・人員の確保 ・水防組合への連絡

・交代要員の確認

4.資機材の点検・確認
・土のう等の水防資機材の点検、確認

・不足資機材の調達

2.施設の点検確認
・治水施設等の点検

・スクリーン等の点検・清掃

・燃料の確保（ポンプ）

・資機材の確認

2.パトロールの準備
・車両及び燃料の点検

・資機材の確認

3.避難所従事者の確保・検討
・開設時期等の検討・指令

・避難所従事者の確保

・避難所従事者への避難所開設、運営に関する説明

・要配慮者担当職員の手配

1.台風対策検討会議の開催
・今後の体制の検討

以降、必要に応じて実施

2.警戒体制の確立
・警戒体制等の設置

・待機班・避難所開設要員の配置

1.避難所開設の判断（指示）
・開設場所、開設時間の検討

・開設場所、開設時間の決定

4.避難所開設の準備
・避難所担当職員の確保

・避難所施設管理者との協議

・避難所担当職員への開設準備の指示

5.水位・雨量等の監視

6.台風情報の周知

ステージ１

自機関の欄

ステージ１
の防災行動

総括図

２ 判断

各ステージで行う作業



①情報やステージ移行を踏まえ、実施を判断した防災行動を
チェックシートで確認します。

②確認した行動は、チェックシートにチェックを入れてくだ
さい。（チェックすることで防災行動を実施したとみなします）

③行動の修正・追加（文言やタイミング）や内容が
わからない項目は、付箋に項目No.と内容を記入
してください。

行動確認３
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防災行動を実行（チェック・発表）

✓✓
✓
✓

✓✓

3 実行

模造紙へ貼り付け

２１１-3
本部立ち上げ
時に関係機関
へ連絡

○○市

項目No
修正内容
機関名

を記入

各ステージで行う作業



①ステージ内で以下の情報発表や対応を行う場合、テーブル
コントローラーに伝えてください。

・流域市 ：避難情報の発令

・鉄道事業者 ：運転規制、運行停止

・ライフライン事業者：停電・ガス供給停止・回線停止の
周知開始

②各機関の対応・被害
状況をスライドで
とりまとめ、全体に
周知します。

行動確認４
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各機関の情報発表・対応状況Ｓｔ３

避難情報や対応状況を発表４ 周知

機関名 周知情報

○○市 避難準備

◆◆市 避難勧告

△△鉄道 運転規制

▲▲電鉄 運行停止

■■電力 停電の周知開始

各ステージで行う作業



行動確認５
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で発表された情報をきっかけに行う
防災行動があった場合、さらに確認をする

3 実行 ４ 周知

✓✓
✓
✓

✓✓

模造紙へ貼り付け

２１１-3
本部立ち上げ
時に関係機関
へ連絡

○○市

項目No
修正内容
機関名

を記入

各ステージで行う作業

① で発表された情報をきっかけに実施する行動が
あれば、チェックシートにチェックしてください。

②追加・修正項目があれば、付箋に記入してください。

４ 周知


